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そ
れ
で
は
、
予
算
並
び
に
諸
議
案

を
ご
審
議
し
て
い
た
だ
く
に
あ
た

り
、
私
の
町
政
に
対
す
る
所
信
の
一

端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。国

内
情
勢
の
動
向

　

ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
金
融
危

機
の
影
響
に
よ
り
、
我
が
国
経
済
も

大
き
な
影
響
を
受
け
、
外
需
面
に
加

え
、
国
内
需
要
も
停
滞
し
、
景
気
の

下
降
局
面
が
長
期
化
、
そ
し
て
深
刻

化
す
る
お
そ
れ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
国
民
生

活
と
日
本
経
済
を
守
る
観
点
か
ら
、

当
面
は
「
景
気
対
策
」、
中
期
的
に

は「
財
政
再
建
」、中
長
期
的
に
は「
改

革
に
よ
る
経
済
成
長
」
と
い
う
３
段

階
で
、
経
済
財
政
政
策
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。　

　

平
成
21
年
度
の
我
が
国
の
経
済
に

つ
い
て
は
、
世
界
的
な
景
気
後
退
が

続
く
中
で
、
内
需
、
外
需
と
も
に
厳

し
い
状
況
が
続
く
が
、「
安
心
実
現

の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」、「
生
活

対
策
」
及
び
「
生
活
防
衛
の
た
め
の

緊
急
対
策
」
に
よ
る
効
果
が
見
込
ま

れ
る
と
と
も
に
、
年
度
後
半
に
は
民

間
需
要
の
持
ち
直
し
な
ど
か
ら
低
迷

を
脱
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
世
界
の
経
済
金
融
情
勢

に
よ
っ
て
は
、
景
気
の
下
降
局
面
が

さ
ら
に
厳
し
く
、
長
く
な
る
こ
と
も

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
方
財
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
当
初

予
算
編
成
の
考
え
方

　　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
平
成
21

年
度
当
初
予
算
は
、
現
下
の
厳
し
い

経
済
情
勢
や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

次
の
考
え
方
を
基
本
に
編
成
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
と
し
て
、
国
の

第
２
次
補
正
予
算
に
対
応
し
、
平

成
21
年
度
当
初
予
算
と
平
成
20
年

度
補
正
予
算
第
４
号
に
よ
り
繰
越

し
て
実
施
す
る
も
の
を
含
め
た
13

カ
月
予
算
に
よ
り
、
緊
急
に
実
施

す
べ
き
も
の
や
生
活
者
重
視
の
観

点
か
ら
対
策
を
講
じ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
区
集
会
所
の
改

修
、
生
活
道
路
の
整
備
や
大
雨
な
ど

の
危
険
か
ら
住
民
を
守
る
た
め
の
河

川
整
備
、
住
民
の
利
用
頻
度
が
高
い

体
育
館
や
多
目
的
会
館
の
改
修
、
資

源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
な

ど
、
住
民
の
最
も
身
近
な
部
分
に
、

ま
た
、
学
校
施
設
で
は
長
寿
命
化
に

加
え
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
授
業

が
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
な
ど
、

住
民
生
活
に
直
接
関
連
し
た
事
業
の

推
進
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
住
民
の
安
心
や
満
足

度
を
高
め
る
た
め
、「
紀
北
町
第
１

次
総
合
計
画
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
よ
り
安
全
・
安
心
な

町
づ
く
り
や
防
災
力
の
向
上
を
め
ざ

し
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か

ら
取
り
組
む
事
で
あ
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
す
る
た
め
、
紀
北
町
行
財
政
改

革
大
綱
に
目
標
と
し
て
定
め
る
「
住

民
満
足
度
の
向
上
と
分
権
型
社
会
に

向
け
た
住
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
行

財
政
運
営
の
推
進
」
を
め
ざ
し
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

補
正
予
算
及
び

当
初
予
算
の
規
模

　

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
、

予
算
編
成
を
行
っ
た
結
果
、
本
町
の

平
成
21
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
総

額
は
86
億
４
千
５
百
万
７
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
２
・
６
パ
ー
セ
ン
ト

の
伸
び
と
な
り
、
積
極
的
な
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
補
正
予
算
第
４
号
で
計
上

し
て
い
る
、
地
域
活
性
化
・
生
活
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
費
な
ど
を
加
え

た
13
カ
月
予
算
ベ
ー
ス
で
は
、
予
算

総
額
は
90
億
６
千
５
万
５
千
円
と
な

り
、
前
年
度
に
比
べ
７
・
５
パ
ー
セ

ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
紀
北
町
第
１
次
総
合

計
画
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
重
点
的

な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
、
快
適

で
安
心
し
て
く
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　

施
策
の
１
つ
目
の
「
自
然
と
共
生

し
、
快
適
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
本
町
に
と
り
ま
し
て
、
何
よ
り

も
心
配
な
の
は
、
近
い
う
ち
に
高
い

確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の

発
生
と
、
こ
の
大
地
震
に
よ
る
津
波

の
襲
来
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、津
波
避
難
対
策
で
は
、

紀
伊
長
島
区
の
名
倉
地
区
、
松
本
地

区
に
津
波
避
難
路
の
整
備
、
海
山
区

の
引
本
地
区
に
津
波
避
難
路
の
整
備

及
び
引
本
公
民
館
に
避
難
階
段
の
設
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置
を
い
た
し
ま
す
。

　

消
防
業
務
で
は
火
災
か
ら
住
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
消
防
団
詰

所
の
整
備
や
消
防
団
資
機
材
搬
送
車

の
購
入
な
ど
を
行
い
、
消
防
力
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
業
務
は
年
々
増
加
し

て
お
り
ま
し
て
、
傷
病
者
の
救
命
率

の
向
上
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
救
急
隊
員
が
よ
り
高

度
な
技
術
の
習
得
に
努
め
医
療
機
関

と
の
密
接
な
協
力
体
制
の
構
築
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
施
策
で
は
、
ご
み
の
減
量
化

と
再
資
源
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
行
政
と
一
体
と
な
り
、
こ

れ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
紀
伊
長
島
区
に
お
い

て
も
新
聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を

い
つ
で
も
搬
入
出
来
る
資
源
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
２
カ
所
あ
る
Ｒ
Ｄ

Ｆ
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
運
営

が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

生
活
排
水
対
策
で
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
努
め
、
設
置

に
対
し
て
引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
の
た
め
水
質
検

査
や
大
気
測
定
及
び
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
の
監
視
強
化
な
ど
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

港
湾
・
海
岸
整
備
、
長
島
港
海
岸

で
は
、
県
営
・
海
岸
高
潮
対
策
事
業

に
よ
り
老
朽
化
が
著
し
い
名
倉
地
区

の
樋
門
整
備
と
長
島
地
区
の
堤
防
補

強
を
促
進
し
ま
す
。　

　

港
湾
改
修
事
業
で
は
、
長
島
港
の

物
揚
場
の
補
修
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

河
川
事
業
で
は
、
平
成
16
年
９
月

の
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
船
津
川
の
災
害
復
旧
事

業
が
平
成
21
年
度
で
完
成
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
砂
防
事
業
で
は
、
海
山
区

の
上
里
、
矢
口
浦
、
島
勝
浦
で
引
き

続
き
、
え
ん
堤
な
ど
の
施
設
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

紀
伊
長
島
区
で
は
三
戸
川
で
、
え

ん
堤
な
ど
の
施
設
整
備
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

交
通
・
通
信
体
系
の
道
路
網
整
備

で
は
、近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の「
紀

勢
大
内
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
が

２
月
７
日
に
供
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
平
成
24
年
度
の
「
紀
伊
長
島

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
開
通
と
平

成
25
年
度
の
「
熊
野
市
・
大
泊
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
ま
で
の
開
通
を
目

標
に
国
土
交
通
省
や
中
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
へ
の
協
力
・
支
援
体
制

を
整
え
、
高
速
道
路
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
営
事
業
で
は
、「
国
道

４
２
２
号
（
紀
伊
長
島
イ
ン
タ
ー

線
）」
及
び
「
県
道
矢
口
浦
上
里
線
」

の
整
備
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
道
整
備
事
業
で
は
、
紀
伊
長
島

区
の
古
里
江
の
浦
線
、
茂
原
前
山
線

な
ど
、
海
山
区
の
船
津
駅
前
線
、
小

山
山
側
線
な
ど
、
道
路
改
良
事
業
な

ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
営
・
熊
野
灘
臨
海
公
園
事
業
で

は
、紀
伊
長
島
区
・
片
上
地
区
の
「
郷

土
の
森
整
備
」
と
海
山
区
・
大
白
地

区
の
「
芝
生
広
場
整
備
」
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

互
い
に
支
え
あ
い
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、
施
策
の
２
つ
目
の
「
互
い

に
支
え
あ
い
、
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま

す
。

　

本
町
で
は
、
住
民
の
健
康
増
進
に

努
め
、
病
気
を
予
防
し
住
民
の
皆
様

が
健
康
で
長
生
き
し
、
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
町
民
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
事
業
を
実
施
し
、
運
動
不
足
と

な
り
が
ち
な
高
齢
者
か
ら
若
者
ま
で

広
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
定
着
さ
せ
、

健
康
保
持
増
進
に
努
め
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
方
も
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う

考
え
を
持
ち
、
日
頃
か
ら
健
康
に
留

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

地
域
保
健
事
業
で
は
、
国
保
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
事
業
の
フ
ォ
ロ
ー
事
業
を

行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
健
康
教

育
、
健
康
相
談
、
各
種
が
ん
検
診
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
対
策
で
は

転
倒
予
防･

認
知
症
予
防
教
室
・
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
養
成
講
座
な
ど
の
地

域
支
援
事
業
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
で
は
、
寝
た
き

り
老
人
等
福
祉
保
健
手
当
て
の
支

給
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
緊
急
事

態
に
対
応
す
る
た
め
の
緊
急
通
報
装

置
の
設
置
、
日
々
の
見
守
り
も
兼
ね

た
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
及
び
児
童
福
祉
事
業
で

は
、
保
育
所
運
営
対
策
と
し
て
障
害

児
保
育
な
ど
の
私
立
保
育
所
保
育
対

策
事
業
や
児
童
保
育
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
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ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
対
し
助
成
を
行
う
と
と
も
に

安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ
う
に
公
費

負
担
に
よ
る
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成

回
数
を
さ
ら
に
増
や
し
、
負
担
の
軽

減
に
努
め
ま
す
。

　

障
害
福
祉
事
業
で
は
、
重
度
の
障

害
を
持
つ
方
に
対
す
る
医
療
費
の
助

成
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

介
護
給
付
費
・
訓
練
給
付
事
業
ま
た
、

障
害
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
相
談

支
援
、
移
動
支
援
な
ど
を
行
う
地
域

生
活
支
援
事
業
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
に
対
す

る
交
通
費
の
助
成
に
つ
き
ま
し
て
も

引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、
施
策
の
３
つ
目
の
「
地
域

の
資
源
を
生
か
し
、
活
力
と
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
事
業
で
は
、
県
営
中
山

間
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
農
業
生
産

基
盤
整
備
と
し
て
用
排
水
路
、井
戸
、

ポ
ン
プ
な
ど
の
取
水
施
設
の
改
修
や

農
道
の
舗
装
な
ど
を
中
心
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
振
興
で
は
、
適
正
な
森
林
の

管
理
を
促
進
し
持
続
的
な
生
産
の
た

め
の
「
生
産
林
」
と
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
に
よ
る
地
球
環
境
の
保
全
な

ど
、
森
林
の
有
す
る
多
目
的
機
能
を

重
視
し
た
「
環
境
林
」
の
公
益
的
機

能
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
新
築
奨
励
金
交

付
事
業
の
継
続
に
よ
り
地
元
製
材
の

振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
猟
友
会
に

よ
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
、
駆
除
や
獣
害
防

止
用
の
資
材
費
用
に
対
す
る
補
助
な

ど
の
対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
被
害

は
益
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
た
め
、

地
域
住
民
の
方
々
や
農
林
業
関
係
者

と
協
議
し
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事

業
を
推
進
し
獣
害
対
策
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
事
業
で
は
、
漁
業
担

い
手
対
策
事
業
、
漁
協
基
盤
強
化
対

策
資
金
利
子
負
担
事
業
、
外
国
人
漁

業
研
修
生
受
入
対
策
事
業
、
放
流
事

業
な
ど
を
実
施
し
水
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
産
業
の
振
興
の
み
な
ら

ず
人
命
を
守
る
上
で
重
要
な
海
岸
整

備
事
業
と
し
て
津
波
・
高
潮
な
ど
の

災
害
に
備
え
、
津
波
・
高
潮
危
機
管

理
対
策
緊
急
事
業
に
よ
り
老
朽
化
の

激
し
い
白
浦
漁
港
の
防
潮
扉
の
改
良

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
防

潮
扉
、
樋
門
の
防
護
機
能
を
高
く
維

持
す
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

水
産
資
源
管
理
で
は
、
海
の
環
境

保
全
に
配
慮
し
、
持
続
可
能
な
漁
業

が
営
ま
れ
る
よ
う
本
年
度
か
ら
環
境

生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業
を
実
施

し
藻
場
・
干
潟
に
係
る
保
全
活
動
組

織
に
対
す
る
支
援
を
行
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
施
策
で
は
、
小
規
模

事
業
者
な
ど
へ
の
指
導
的
役
割
を
果

た
し
て
い
る
紀
北
町
商
工
会
と
連
携

し
、
小
規
模
経
営
改
善
普
及
事
業
な

ど
に
よ
る
地
域
振
興
を
促
進
す
る
た

め
、
中
小
企
業
指
導
育
成
事
業
に
よ

る
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に

年
末
・
き
い
な
が
し
ま
港
市
や
渡
利

牡
蠣
ま
つ
り
な
ど
、
地
域
の
特
産
物

の
Ｐ
Ｒ
や
販
路
の
拡
大
に
向
け
た
取

組
み
へ
の
支
援
な
ど
、
引
き
続
き
物

産
振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
や
多
様

化
す
る
消
費
者
生
活
行
政
に
対
し
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
施
策
で
は
、
昨
年
策
定

し
ま
し
た
紀
北
町
観
光
振
興
プ
ラ
ン

な
ど
に
よ
り
紀
北
町
の
観
光
の
目
指

す
方
向
性
を
よ
り
明
確
に
し
、
地
域

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
体
験
型

観
光
を
推
進
す
る
と
と
も
に
「
海
、

山
、
川
」
な
ど
の
魅
力
あ
る
地
域
資

源
の
再
確
認
、
熊
野
古
道
の
更
な
る

魅
力
向
上
、
食
、
宿
泊
の
魅
力
の
充

実
な
ど
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
を
進
め
、
訪
れ
た
方
が
人
と
自
然

に
癒
さ
れ
る
「
廻
り
の
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

紀
勢
自
動
車
道
の
紀
勢
大
内
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
本
町
へ

の
誘
客
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
町
内
へ
の
誘
客
を

図
っ
て
い
く
た
め
食
を
核
と
し
た
紀

北
町
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
、
マ
ン
ボ
ウ

や
渡
利
カ
キ
な
ど
特
徴
あ
る
食
材
を

活
用
し
た
特
産
品
づ
く
り
、
港
市
等

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
農
・
商
工
連

携
し
た
取
り
組
み
に
よ
る
「
観
光
産

業
の
育
成
」
や
町
民
と
観
光
客
双
方

に
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

紀
北
町
商
工
会
、
紀
北
町
観
光
協
会

な
ど
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
商

工
・
観
光
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
団
塊
世
代
の
定
年
退
職
者

や
若
者
に
情
報
を
発
信
し
町
内
へ
の

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、「
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
」
に
つ
き
ま
し
て
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
普
及
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

４

め
ぐ
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豊
か
な
心
を
育
み
、
人

と
文
化
が
輝
く
ま
ち
づ

く
り

　

次
に
、
施
策
の
４
つ
目
の
「
豊
か

な
心
を
育
み
、
人
と
文
化
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
基
礎
学
力
の
充

実
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
な
が
ら
子

供
た
ち
に
と
っ
て
安
全
で
安
心
な
学

校
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

子
供
た
ち
の
安
全
を
図
る
上
か
ら

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
災
害
時
の

避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た

相
賀
小
学
校
の
改
築
事
業
は
、
平
成

21
年
度
、
22
年
度
の
２
カ
年
で
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

他
の
学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
校
施
設
耐
震
整
備
計
画
に
よ

り
平
成
23
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
、

全
て
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
完
了

す
る
こ
と
を
目
標
に
補
強
工
事
な
ど

を
進
め
、
安
全
で
安
心
な
学
校
施
設

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
が
、
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
じ

ら
れ
、
障
が
い
の
あ
る
子
と
な
い
子

が
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
同
じ
社

会
の
一
員
と
し
て
と
も
に
学
び
、
と

も
に
理
解
す
る
た
め
に
同
じ
学
級
で

教
育
を
受
け
る
事
の
で
き
る
環
境
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
昨
年
に
引

き
続
き
特
別
支
援
学
級
や
普
通
学
級

に
在
籍
す
る
介
助
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
の
た
め
、
臨
時
介
助
教
員
を

配
置
い
た
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
は
、
各
地
区
の
公
民

館
な
ど
、
施
設
の
活
用
に
よ
り
優
れ

た
芸
術
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提

供
や
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
各
年

齢
層
に
応
じ
た
各
種
学
級
や
講
座
を

開
催
し
学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
紀
北
町
文
化
協
会
活
動
へ

の
支
援
を
通
し
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
紀
北
町

体
育
協
会
へ
の
活
動
支
援
を
行
い
、

駅
伝
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
健
康
志
向
の
高
ま

り
を
受
け
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な

ど
を
開
催
し
体
力
に
応
じ
て
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
う
機
会
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
地
域
の
よ
き
指
導
者

や
関
係
者
の
も
と
小
中
学
生
の
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
に
行
な
わ

れ
、
県
大
会
で
の
活
躍
や
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
す
な
ど
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅

伝
大
会
に
お
い
て
も
、
選
手
や
関
係

者
の
努
力
が
実
り
、
昨
年
を
上
回
る

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。自

立
を
め
ざ
し
、
住
民

と
行
政
が
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り

　

次
に
、
施
策
の
５
つ
目
の
「
自
立

を
め
ざ
し
、
住
民
と
行
政
が
と
も
に

歩
む
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
合
併
に
よ

る
国
や
県
の
支
援
、
ま
た
、
行
財
政

改
革
の
実
施
に
よ
り
、
合
併
時
と
比

べ
ま
す
と
改
善
は
さ
れ
て
い
ま
す
が

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
み
ま
す

と
、
臨
時
的
な
財
政
需
要
に
対
応
で

き
る
自
由
度
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
財
政
の
健

全
化
に
む
け
行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
自
立
で
き
る
町
づ
く
り
に
努
め

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
成
果
と
し
ま
し
て

は
、
人
件
費
に
お
き
ま
し
て
は
定
員

適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職
員
の
削

減
、
地
方
債
に
お
き
ま
し
て
は
新
規

起
債
借
り
入
れ
額
の
抑
制
や
過
疎
対

策
事
業
債
、
合
併
特
例
事
業
債
な
ど

普
通
交
付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
起

債
の
借
り
入
れ
、
ま
た
、
普
通
交
付

税
で
措
置
さ
れ
な
い
地
方
債
の
繰
り

上
げ
償
還
を
行
う
な
ど
に
よ
り
ま
し

て
将
来
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
地
方
債
残
高
は
平
成

21
年
度
末
で
１
２
３
億
円
と
な
る
見

込
み
で
、
合
併
当
初
の
平
成
17
年
度

末
に
比
べ
、
23
億
円
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
基
金
残
高
は
平
成
21
年
度

末
に
は
21
億
９
千
万
円
に
な
る
見
込

み
で
あ
り
、
平
成
17
年
度
末
に
比
べ

11
億
４
千
万
円
増
加
す
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
の
皆
様
に
ご
心
配
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
産
廃
訴
訟
に

係
る
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
に
つ
き

ま
し
て
は
適
正
に
対
処
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
の
重
要
課
題
の
ほ
か
に
も
関

係
各
位
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
要

望
が
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
充
分
配
慮
し
な
が
ら
「
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ

と
」
を
念
頭
に
お
き
、
町
政
の
推
進

に
最
善
の
努
力
を
し
、
こ
の
町
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

住
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
所
信
の
表
明
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

広
報
３
月
号
６
頁
４
段
目
18
行
の

（
正
）
教
育
長 

を
（
誤
）
教
育
町

と
し
て
お
り
ま
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

５

う
ま
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【問い合わせ】
紀北町役場本庁

紀伊長島総合支所
℡３３－０２５０

℡４６－２５５０

定額給付金の支給について

定額給付金とは？
　景気後退下での住民の不安に対処するため、住民への生活支援を行うとともに、あわせて、住民
に広く給付することにより、地域住民の経済対策に資することを目的に、このたび皆様に 1 人あた
り 12,000 円（平成 2 年 2 月 2 日以降生まれ、および昭和 19 年 2 月 2 日以前に生まれた方は 1 人あ
たり 20,000 円）の「定額給付金」を支給することとなりました。

定額給付金支給までの流れ

役場から申請用紙が届きます
（4 月 1 日発送） 役場に申請書を提出

給付金振込交付決定通知

平成 21 年 2 月 1 日現在で住民基本台帳に
記録または外国人登録されている方が対
象となります。

申請書に必要事項を記載、必要書類（運
転免許証、通帳の写し等）を添付のうえ、
申請書を提出してください。※申請方法は
郵送申請・窓口申請・巡回窓口申請の 3
通りがあります。

①

②

③
役場が申請書を受理後約 2 週間から 1 カ
月程度（混雑時は遅れる場合もあります）
で交付決定通知（ハガキ）が届きます。

申請書でご指定頂いた口座に給付金をお
振込みいたします。

申請の方法について

申 請 方 法 受 付 時 間受 付 期 間

郵  送  申  請

窓  口  申  請

巡回窓口申請

4 月１日（水）～ 10 月１日（木）

4 月１日（水）～ 10 月１日（木）

6 月以降実施（詳細は広報きほく 6 月号でお知らせします）

随　　時

8：30 ～ 17：15(土・日曜日及び祝日を除く )

郵送申請
申請書に必要事
項 を 記 載、必 要
書類を添付のう
え、役 場 あ て に
郵送することで
申請する方法。

窓口申請
役 場 本 庁、及 び
紀伊長島総合支
所において設置
する申請受付窓
口に申請書を持
参提出する方法。

巡回窓口申請
役場本庁・総合支所
以外（公民館や集会
所など）に設置する
申請受付窓口に申請
書を持参提出する方
法。
６月以降の実施となります。

いずれの方法も申請書の提出
期限は平成 21 年 10 月 1 日ま
でとなっておりますのでご注
意ください。

振り込め詐欺等にご注意ください !!

　定額給付金等給付にあたり役場
職員がＡＴＭの操作をお願いした
り、手数料を請求するようなこと
は絶対にございません。何か不審
なことががあれば、警察または、
役場にご相談ください。

定額給付金担当

定額給付金担当

※

※受付場所：町民センター 1 階レクリェーション室及び紀伊長島総合支所 1 階住民室隣
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【問い合わせ・申請場所】
本庁  福祉保健課  地域福祉係
紀伊長島総合支所 福祉環境室

℡３２－３９１２
℡４７－１１１１

子育て応援特別手当の支給について
子育て応援特別手当とは
　子育て応援特別手当は、国の「生活対策」の一環として、多子世帯の幼児教育期の負担に配慮
する観点から、今回限りの措置として、幼児教育期の第 2 子以降のお子さん 1 人あたり 3 万 6 千
円を支給することとなりました。

支給対象となるお子さんの範囲

子育て応援特別手当（A さん、B さんの場合）

第 2 子の判定は、18 歳以下のお子さん（具体的には生年月日が平成 2 年 4 月 2 日から平成 17 年 4 月 1 日
までのお子さん）の中から年齢順に第 1 子、第 2 子と数えていくこととなります。
対象となるお子さんと第 1 子が別居しているときは、同じ方に扶養されていることを確認しますので、申
請の際に医療保険の被保険者証の写しなどが必要となります。
外国人については、外国人登録原票に登録されている方であって、正規在留者に限ります。（短期滞在の
在留資格を除く）

　平成 20 年度で小学校就学前 3 年間に該当するお子さん（具体的には、生年月日が平成 14 年 4
月 2日から平成17年 4月 1日までのお子さん）であって、第2子以降のお子さんが対象となります。

※

※

※

手当の支給先及び額
　支給基準日である平成 21 年 2 月 1 日の時点で、支給対象となるお子さんと同じ世帯の世帯主
に支給します。（住民基本台帳、外国人登録原票の情報を活用）
手当の支給は、支給対象となるお子さん 1 人あたり 3 万 6 千円で、1 回払いとなります。

申請の手続き
受付期間は平成 21 年 4 月１日（水）から平成 21 年 10 月１日（木）までとなっています。
対象となる方は、忘れずに申請をしてください。

①役場から申請書が届きます
申請書は、支給対象であると判断された世帯には送付させていただきますが、お子さんと別居している
等の理由により、申請書が届かない場合がありますことをご了承ください。対象と思われる方はお問い
合わせください。

※

　手当の受給には、原則、支給対象となるお子さんと同居している世帯主が、役場に申請を行っ
ていただくことが必要です。

②役場に申請書を提出

振込み口座の氏名と番号を確認するため、申請書には通帳の写しを添付してください。
申請の際には、ご本人の確認をさせていただきますので、運転免許証、パスポート、外国人登録証明書
などをお持ちください。

※
※

　役場が申請書を受理後、約 2 週間から 1 か月程度（混雑時は遅れる場合があります）で交付決
定通知が届きます。

③交付決定通知

　申請書でご指定いただいた口座に、手当をお振込みします。
④手当振込
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【問い合わせ】
本 庁 税 務 課
紀伊長島総合支所住民室税務係

℡３２－３９０８
℡４７－１１１１

平成21年5月１日から本人確認を実施します

　紀北町では、平成 21 年 5 月１日から税の証明書を申請する際に、申請される方（窓口にいら
した方）の本人確認を行います。
　これは、他人が本人になりすまして証明書を不正に取得することを未然に防ぎ、個人情報を
よりいっそう保護することが目的です。
　税の証明書を申請する場合は、下記の本人確認書類をご持参ください。申請される皆様には、
ご負担をおかけすることになりますが、趣旨をご理解の上ご協力をお願いします。
　また、代理人が申請する場合には、委任者本人が記載し、押印した委任状が必要です。ただし、
同一世帯の家族が申請する場合は、委任状は不要です。
　法人による請求は、法人代表者印が必要です。従業員等の代理人が申請する場合には、法人
代表者印がある委任状が必要です。

所得証明、固定資産評価証明、資産証明、課税証明、納税証明（継続検査用の軽自動車税納
税証明を除く）、法人事業証明など

平成21年5月１日から本人確認を実施します平成21年5月１日から本人確認を実施します
税務証明の申請には運転免許証などをお持ちください

■本人確認を要する証明

運転免許証、パスポート、写真付き住民基本台帳カード、身体障害者手帳、療育手帳、外国
人登録証明書、写真付きの公務員の身分証明書、下表の写真付きの公共機関が発行した免許
証、許可証、資格証明証又は身分証明書

※申請書は、紀北町ホームページからダウンロードでき
ますので、ご利用ください。トップページ左側の「各種
申請書ダウンロード」をクリックしてください。委任状
もありますので、代理申請の場合には便利です。

■本人確認書類
①1 点の提示でよいもの

健康保険証、介護保険証、写真のない住民基本台帳カード、印鑑登録証、年金手帳、年
金証書
写真付きの学生証、写真付きの法人が発行した身分証明書、写真付きの公共機関が発行
した資格証明書（上記①の書類を除く）

②２点の提示が必要なもの（イから 1 点とロから 1 点、またはイから 2 点）
イ：

ロ：

運転免許証

パスポート

住民基本台帳カード（写真付）

　　　　　　　　　　  など

船員手帳、海技免状、小型船舶操縦免許証、猟銃・空気銃所持許可証、戦傷病者手帳、宅地建物取引主任

者証、電気工事士免状、無線従事者免許証、認定電気工事従事者認定証、特殊電気工事資格者認定証、耐

空検査員の証、航空従事者技能証明書、運航管理者技能検定合格証明書、動力車操縦者運転免許証、教習

資格認定証、警備業法第 23 条第 4号に規定する合格証明書、
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【問い合わせ・申請場所】
本 庁 税 務 課
紀伊長島総合支所住民室税務係

℡３２－３９０８
℡４７－１１１１

　紀北町では一定の条件にあてはまる障害者の方に対して、軽自動車税を減免する制度を設け
ています。次の条件に該当する方は下記の申請期間に申請ください。
　なお、前年度にこの減免を受けている方には申請書を 4 月 10 日頃お送りしますので、その申
請書をご利用ください。

対象となる方
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を 3 月 31 日までに交付
されている方で、一定の障害の級別に該当する方です（障害の級別についてはお問い合わせくだ
さい）。

身体障害者等に対する軽自動車税の減免について

対象となる車両
　原動機付自転車、小型特殊自動車、軽自動車、二輪小型自動車です。ただし、車検証等に記載
されている所有者、使用者とも身体障害者本人（身体障害者が未成年、あるいは知的障害者の場
合は、身体障害者手帳または療育手帳に記載された保護者）であるものに限ります。

使用の条件
　身体障害者等本人が運転する場合は、特に使用制限はありません。
　家族が運転する場合は、身体障害者等のために専ら使用されることが必要で、具体的には、身
体障害者等の通院、通勤、通学、若しくは生業のために、月 4 回以上軽自動車を使用すること。
　家族以外の介護者が運転する場合は、身体障害者等のみで構成される世帯の身体障害者等のた
めに、週 3 回以上、1 年以上にわたって継続的にその軽自動車を使用すること。

減免台数
　減免台数は 1 台限りで、普通自動車の減免を受けられる方は、この減免を受けることができません。

減免申請に必要な書類等
①減免申請書
②身体障害者等の手帳の写し
③印鑑（認印にて可）
④運転免許証の写し
⑤車検証の写し（軽自動車、二輪小型自動車
の場合）
⑥身体障害者等の自動車税等の減免に係る証
明書（家族、介護者運転の場合）
※前年度にこの減免を受けている方で、前年
の状況と同じ場合は、②、④、⑤の書類は省略す
ることができます。

申請期間
　4 月 10 日（金）～ 24 日（金）
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【問い合わせ】
本 庁 環 境 管 理 課 環 境 管 理 係
紀伊長島総合支所福祉環境室環境管理係
三重県尾鷲保健福祉事務所（尾鷲保健所）

℡３２－３９１１
℡４７－１１１１
℡２３－３４６１

◎狂犬病予防集合注射のお知らせ
犬を飼っている皆さんへのお知らせとお願い

◎狂犬病予防集合注射のお知らせ
　別表の日程で集合注射を実施いたしますので、送付されたハガキを持参のうえ、会場へお越
しください。都合により集合注射を受けられない場合については、6 月末までに動物病院で「注
射」を受けてください。
　新たに犬を飼われた方、または、犬と一緒に紀北町へ転入された方は、「登録」の手続きを行っ
てください。　なお、犬が死亡した場合や、飼っていないのにハガキが届いた場合は本庁環境管
理課までご連絡をお願いします。

　「狂犬病予防法」に基づき、犬の所有者はその犬（生後 91日以上）について、「狂犬病予防注射」
を年 1 回受けさせる必要があります。また、所有者が分かるように、「鑑札」と「注射済票」を犬
に装着する必要があります。
　現在日本では、犬の「狂犬病」は、50 年来発生していません。しかし、近年のペットブームによ
り、多くの動物が国内に入ってきています。犬以外の哺乳類も「狂犬病ウイルス」を持っている
ことがあります。万一、「狂犬病ウイルス」が侵入しても、犬に予防注射を行っていることで、大
きな被害を出さないですむと言われています。
　平成 18 年に 2 件続けて起きた、フィリピンで犬に咬まれた人が、国内で「狂犬病」を発症し
死亡した事例はまだ記憶に新しいところです。狂犬病は、人も動物も発病すればほぼ 100％死
にいたる恐ろしい感染症です。世界中で、毎年 4 ～ 7 万人ほどが亡くなっています。過去には国
内でも多くの人が死亡していましたが、このような悲劇を繰り返さないためにも、犬の「登録」
と「狂犬病予防注射」を必ず行ってください。

「注射料金」 3,200 円　　　「登録手数料」 3,000 円
（注射実施日１週間前までに、ハガキが届かない方はご連絡をお願いします。）

☆狂犬病予防注射は必ず受けてください

平成 2１年度　畜犬登録・狂犬病予防注射日程表
地区 実施日 場　　所

9:30 ～ 9:40 島勝漁村センター前
9:50 ～ 10:00 白浦集会所前
10:10 ～ 10:50 矢口浦集会所前
11:10 ～ 11:20 長浜集会所前
11:30 ～ 11:45 引本公民館前
13:30 ～ 13:40 小山浦区民会館前
13:50 ～ 14:00 便ノ山集会所前
14:10 ～ 14:30 相賀コミュニティセンター駐車場
14:40 ～ 15:00 汐見集会所前
15:10 ～ 15:40 海山体育館前（本庁前）
9:30 ～ 9:50 船津集会所前
10:00 ～ 10:15 新田集会所前
10:35 ～ 11:00 上里福祉会館前
11:10 ～ 11:25 馬瀬集会所前
13:30 ～ 13:55 中ノ島公民館前
14:05 ～ 14:20 海野コミュニティセンター前
14:30 ～ 14:40 古里自然休養村センター前
14:50 ～ 15:00 道瀬公民館前
15:10 ～ 15:30 三浦公民館前

時　間

　

　

海

山

区

紀
伊
長
島
区

第 1日目
4月 13 日（月）

第 2日目
4月 14 日（火）

地区 実施日 場　　所
9:30 ～ 9:35 中原集会所前
9:40 ～ 9:45 此ヶ野集会所前

9:50 ～ 9:55
田中研磨加工所前
（旧農協十須支店前）

10:05 ～ 10:10 大原公民館前
10:20 ～ 10:30 役場赤羽出張所前
10:40 ～ 10:55 志子農村婦人の家前
11:00 ～ 11:10 旧農協志子支店前
11:15 ～ 11:25 田山集会所前
11:35 ～ 12:05 東長島公民館前
13:30 ～ 14:00 出垣内会館※

14:10 ～ 14:50
紀伊長島体育館前
（紀伊長島総合支所前）

9:30 ～ 9:50 山本会館前
10:00 ～ 10:20 片上集会所前
10:30 ～ 10:40 名倉集会所前
10:45 ～ 11:05 呼崎集会所前
11:10 ～ 11:20 中州区民館前
11:30 ～ 11:55 多目的会館前

時　間

紀
伊
長
島
区

第 3日目
4月 16 日（木）

第 4日目
4月 17 日（金）

※出垣内地区は、丸六冷蔵庫前から出垣内会館に今年度から場所が
　変更になりました。
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受
付
締
め
切

り
日
か
ら
許
可
が
下
り
る
ま
で
約

１
か
月
を
要
す
る
事
と
な
り
ま
す

の
で
、
農
業
委
員
会
へ
の
申
請
は

計
画
的
に
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
紀
北
町
農
業
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

紀
北
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
本
庁
産
業
振
興
課
内
）

℡（
32
）
３
９
０
５

絶
対
に
し
な
い
で
、農
地
の
無
断
転
用
！

農
地
の
無
断
転
用
は

罰
せ
ら
れ
ま
す

農
地
の
売
買
、転
用
等
に
は

許
可
が
必
要
で
す

絶
対
に
し
な
い
で
、農
地
の
無
断
転
用
！

防
護
柵
等
を
設
置
さ
れ
る
方
に
お
し
ら
せ【問い合わせ】

紀北町農業委員会事務局
（本 庁 産 業 振 興 課 内）
℡３２－３９０５

作業内容 基準金額

重作業賃金 10,000円

軽作業賃金 6,000円

トラクターでの3回耕起 24,000円

トラクターでの1回耕起 8,000円

田植機による植付 8,000円

バインダーでの刈取 8,000円

20,000円

26,000円

400円
その他

1日当たり
（手作業）

1反当たり
（機械作業）

コンバインでの刈取
［脱穀まで］
コンバインでの刈取
［乾燥まで］
育苗
［1箱あたり］
乾燥
［コンバイン用 1袋］

683円
（税込）

平成21年度
紀北町農作業統一賃金基準額

防
護
柵
等
を
設
置
さ
れ
る
方
に
お
し
ら
せ

　

サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
等

に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
被
害
防
止
効
果
が
十

分
期
待
で
き
る
電
気
柵
等
（
ト

タ
ン
、
網
、
板
等
を
含
む
。）
を

設
置
す
る
方
に
対
し
て
、
次
の

条
件
を
満
た
す
場
合
に
、
予
算

の
範
囲
内
で
資
材
購
入
費
の
２

分
の
１
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

条
件

　

町
内
に
設
置
す
る
方
で
、
設

置
対
象
地
の
耕
作
面
積
が
１
０

０
㎡
以
上
あ
る
も
の

限
度
額　

水
稲
及
び
柑
橘　

10
万
円

野
菜　
　
　
　
　

５
万
円

　

電
気
柵
等
の
補
助
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
事
業
費
等
を

記
載
し
た
計
画
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
計
画

書
を
受
付
し
、
受
付
順
に
、
補

助
金
の
内
示
を
行
い
ま
す
。
４

月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
方
を

対
象
と
し
ま
す
。(

な
お
、
予

算
の
都
合
上
、
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

計
画
書
の
提
出
後
、
補
助
金

交
付
申
請
書
に
領
収
書
、
位
置

図
、
設
置
前
・
後
の
写
真
等
を

添
え
て
、
10
月
末
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。（
計
画
書
、

補
助
金
交
付
申
請
書
の
用
紙
は

本
庁
産
業
振
興
課
又
は
紀
伊
長

島
総
合
支
所
産
業
建
設
室
に
あ

り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

本
庁
産
業
振
興
課
農
政
係　

℡（
32
）
３
９
０
５

紀
伊
長
島
総
合
支
所
産
業
建
設

室
産
業
振
興
係　

℡（
47
）
１
１
１
１

申
請
か
ら
許
可
ま
で
の
流
れ
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124

※　職員手当に退職手当は含まれていません。
　　 それぞれ、 当初予算に計上された数字です。

職員の給与等の状況
　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員やほかの地方公共団体職員とのバランスなどを考えて決めら
れています。
　町民の皆さまに、紀北町職員の給与の実態を知っていただくため、そのあらましをお知らせします。

１  総括

２  職員の平均給与額、初任給等の状況

３  職員手当の状況
、退職手当
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2216

【問い合わせ】本庁総務課職員係 ℡３２－３９０１

４  特別職の報酬等の状況（平成 20 年 4 月 1 日現在）

５  部門別職員教の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在）

5
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冷蔵庫・冷凍庫 洗濯機

【問い合わせ】本庁総務課職員係 ℡３２－３９０１

＜役場からのお知らせ＞

家電リサイクル対象機器に
「液晶テレビ」「プラズマテレビ」「衣類乾燥機」が加わります。
　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）の政令改正によって、平成 21 年 4 月 1 日から、
新たに対象機器が加わります。

　平成 13 年に施行された家電リサイク
ル法の政令が改正され、新たに対象機器
が追加されました。
　対象機器は「液晶テレビ」「プラズマテ
レビ」「衣類乾燥機」です。使用済みとなっ
たこれらの製品を廃棄する際には、これ
までの家電 4 品目（ブラウン管テレビ、エ
アコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機）と同様
に、リサイクル料金が必要となります。

【問い合わせ】
本庁環境管理課廃棄物対策係
℡３２－３９１１

従来の家電リサイクル対象機器

ブラウン管テレビ エアコン

新たに加わる家電リサイクル対象機器

液晶テレビ・プラズマテレビ 衣類乾燥機

「
始
神
峠
を
守
る
会
」

の
皆
さ
ん
が
中
部
の

未
来
創
造
大
賞
で
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
中
部
の
未
来
創
造
大
賞
」は
、
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
表
彰
し
、
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
中
部
の
発

展
と
啓
発
を
促
進
し
よ
う
と
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

始
神
峠
を
守
る
会
は
平
成
10
年
に

設
立
さ
れ
、
熊
野
古
道
始
神
峠
の
整
備

等
を
行
っ
て
お
り
、
始
神
峠
の
整
備
保

全
を
通
じ
て
の
地
域
の
活
性
化
や
利

用
者
と
の
交
流
な
ど
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、今
回
、住
民
部
門
、企
業
・
学
校

部
門
、
行
政
部
門
の
３
部
門
合
わ
せ
て

１
０
４
件
の
応
募
の
中
か
ら
住
民
部

門
で
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

４月１日から役場などの閉庁時間が変更されます。４月１日から役場などの閉庁時間が変更されます。４月１日から役場などの閉庁時間が変更されます。

変　更　前 変　更　後

開庁時間

閉庁時間

午前８時３０分

午後５時３０分

午前８時３０分
（開庁時間は変更ありません）

午後５時１５分
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「コンコンたまご」
　　　　/真木文絵

「じいじのさくら山」
　　　　　　　　  / 松成真理子
「ぐるんぱのようちえん」
　　　　　　　　  / 西内ミナミ
「かめのこうちゃん」
　　　　  / 高家博成・仲川道子
「まめうしのももいろのはる」
　　　　　　  / あきやまただし
「きみたちきょうからともだち
だ」/中川ひろたか
「みんなのマナーとルール①話し
方のコツ」/西出博子

※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時からお母さんの
膝で絵本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「よみきかせの会」（児童図書館）　4月 11 日（土）13：30 ～
※「よみきかせの会」では、来てくれた子たちの年齢に合わせた
絵本や紙芝居をよんでいます。

「おはなし会」（多目的会館図書室）4月 18 日（土）13：30 ～
対象：幼児　絵本の読み聞かせ、紙芝居をします。

「俺だって子供だ！」
　　　/宮藤官九郎

多目的会館図書室から

図書館だより図書館だより （4月の新刊案内）

「素行調査官」/笹本稜平
「まず石を投げよ」/久坂部羊
「誤審」/麻野涼
「断絶」/堂場瞬一
「黒の狩人（上・下）」/大沢在昌
「ガリレオの苦悩」/東野圭吾
「楽老抄Ⅲ ふわふわ玉人生」
　　　　　　　　  　 / 田辺聖子
「憲法ってこういうものだったの
か！」/姜尚中 ・寺脇研
「子どもが本好きになる七つの法
則」/有元秀文

※長期延滞されている方は、至
急返却をお願いします。

【一般図書】
「人生は愉快だ」/池田晶子
「人にしばられず 自分を縛らない
生き方」/曽野綾子
「とんび」/重松清
「猫を抱いて象と泳ぐ」/小川洋子
「みのたけの春」/志水辰夫
「ダブル・ファンタジー」
　　　　　　　　　/村山由佳
「屋上ミサイル」/山下貴光
「The Road ザ・ロード」
　　/コーマック・マッカーシー
「英雄の書（上・下）」
　　　　　　　　/宮部みゆき
【児童図書】
「倒立する塔の殺人」/皆川博子
「まじょまつりにいこう」
　　　　　　　　/せなけいこ
「はやおきはいいきもち」
　　　　　　　　　/杉山千佳
「まめうし」/あきやまただし

町民センター図書室から

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名

問い合わせ
本
庁
建
設
課
管
理
係

℡(

32)

３
９
１
０

入
居
指
定
日

　

５
月
22
日
（
金
）
予
定

応
募
基
準

①（
平
成
21
年
３
月
31
日
時
点
で
）

紀
北
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
方

②
基
準
収
入
月
額
15
万
８
千
円
以

下

※

基
準
収
入
月
額
と
は
、
入
居
者

及
び
同
居
者
の
過
去
１
年
間
の
所

得
か
ら
対
象
と
な
る
控
除
額
を
差

し
引
き
、
12
で
除
し
た
額
を
い
い

ま
す
。

③
入
居
申
込
者
（
同
居
者
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
あ
る
と
き
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
10
日
（
金
）

〔
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
〕

申
し
込
み

本
庁
建
設
課
管
理
係

公
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

公
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

公
営
住
宅
入
居
希
望
者
募
集

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

※

申
し
込
み
数
が
多
い
と
き
は
、
抽
選
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募　集　棟 間　取　り 家賃（月額）

矢口白越団地
（矢口浦）

2－D号
（2階）

3DK（和 2・洋 1・台所
浴室・洗面・トイレ）

15,600 円
～ 23,200 円

「雪」
　/髙橋治
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ガーデニング教室3/21

　3 月 21 日、海山体育館で女性会議きほくによるガー
デニング教室が開催されました。
　この日参加した約 100 人のみなさんは、マーガレッ
トやペチュニアなどこれからの季節の花 6 種類を、グ
リーンアドバイザーの垣内光代さんの指導をうけなが
ら鉢に植え付けました。
　完成した寄せ植えは自宅の玄関やベランダなどに飾
られ、春を感じさせてくれます。

春の全国火災予防運動3/4

　3 月 1 日から 7 日まで実施された春の全国火災予防運
動期間中には、町内でも消防署員、消防団員による防
火活動が行われました。
　4 日には、海山方面隊女性分団員のみなさんが、海山
区内の 4 つの保育園・幼稚園で手作りの大型紙芝居を
上演し、園児たちに防火を呼びかけました。紙芝居の
後には、園児たちは元気よく火遊びをしないことを約
束しました。

町内の小・中学校で卒業式
3/
10・19

　3 月 10 日には中学校、19 日には小学校で卒業式が行
われました。
　卒業証書を受け取り、在校生、卒業生それぞれが、
学校生活の思い出や感謝の言葉を述べました。
　式の最後には、船津小学校ではご両親に感謝状を手
渡し、また、東小学校では 5 年生児童による花のトン
ネルをくぐり、大きな拍手を背に受けて通いなれた学
び舎を巣立ちました。

バイキング給食3/17

　3 月 17 日、紀伊長島幼稚園でバイキング給食が行わ
れました。
　1 学期と 3 学期の年 2 回実施されており、おかずは園
児たちの希望により決められます。
この日のメニューは、たこやき、から揚げ、ポテトサ
ラダなど 13 種類が用意され、園児たちは列を作って自
分の気に入ったおかずを皿にのせてもらい、バイキン
グを楽しんでいました。
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東
長
島　

山
崎　
　

充　

東
長
島　

奥
川　

盛
行　

島　

原　

南　
　

竜
太　

船　

津　

疇
地　
　

生　

矢
口
浦　

植
村　
　

潔　

引
本
浦　

世
古　

惣
平　

引
本
浦　

森
下　

昭
弘　

相　

賀　

山
本　
　

稔　

引
本
浦　

山
下
喜
代
治　

相　

賀　

長
野　

一
則　

矢
口
浦　

井
土　

和
久　

便
ノ
山　

平
見
あ
さ
子　

相　

賀　

川
端　
　

泰　

引
本
浦　

濵
田　

和
弘　

尾
鷲
市　

濵
田　

正
二　

鈴
鹿
市　

東　
　

紀
利

　
手
づ
く
り
工
房
・
ワ
ー
イ
ワ
イ

　

代
表　

井
谷
三
枝
子

消防・警察だより

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

生協おわせ診療所

内山クリニック

尾 辻 医 院
いずみ整形外科
上 里 診 療 所
野口内科胃腸科医院

第 一 病 院

2 2 - 0 4 0 0

2 2 - 2 1 1 8

4 7 - 0 8 9 0
3 2 - 1 1 8 8
3 3 - 1 1 0 0
3 2 - 2 2 6 6
3 6 - 1 1 1 1

4/5
4/12
4/19
4/26
4/29

曜日

日
日
日
日
水

電　　話 紀　　北 電　　話

【平成21年2月1日～28日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

住　所　  子の名前　  保護者

長　島　 中世古唯吹　　 泰希

東長島　 大谷　奏太　　 平吉

引本浦　 田中　健斗　　 大輔

相　賀　 北口　留名　　 純

島勝浦　 山下　晄将　　 訓右

相　賀　 藤村　優吏　　 剛臣

中　里　 清川　優匠　　 真一

救急休日在宅当番表

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

三
万
円

　

三
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

二
万
円

三
万
円

三
万
円

三
万
円

十
万
円

一
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

（
は
ま
ゆ
う
文
庫
図
書
購
入
費
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

4月の免許更新日（14日・28日）
受 付 時 間  　 9 時～14時
優良・一般    15 時～16時

（2月末現在）

交通事故発生状況（2月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

３３４(－７）２２３(－６）３１(－２）３８(－８）４２(＋９）

８４(＋１３）５７(＋２）６(＋２） １１(＋４）１０(＋５）

その他

８５(＋１１）５６(＋９）１１(＋４） ８(－３） １０(＋１）

１(＋１） ０(±０） ０(±０） ２(＋１）

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

０(±０）

海 山 区 ２(＋１） １(±０） ０(±０） ０(±０） ０(±０） ０(±０） １(＋１）

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 ０(±０） ０(±０） ０(±０） ０(±０） ０(±０） ０(±０）

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ６(＋４） ３(＋２） ０(±０）
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 １０，０５７
(－２１７）

１，８８３
（－９６）

１８
(＋３）

２，５００
（－１２５）

８，１７４
（－１２１）

尾鷲署管内 １３６  (＋３） ３８  (－５） ２  (＋２） ６０  (－２） ９８  (＋８）

紀 北 町 ７０  (＋３） １８  (－２） １  (＋１） ３８  (＋１４） ５２  (＋５）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

戸籍の窓

住　所　   氏　　名　　（年齢）

東長島　 木村　勝成　  （66歳）

東長島　 奥川　澄子　  （87歳）

長　島　 奥川　きよ　  （87歳）

島　原　 東　　よみ　  （84歳）

長　島　 渡邊　かず　  （83歳）

島　原　 南　　武良　  （56歳）

島　原　 中山　一之　  （81歳）

相　賀　 長野美和子　  （86歳）

船　津　 疇地　七助　  （81歳）

矢口浦　 井土　みよ　  （90歳）

馬　瀬　 武藤ひちゑ　  （86歳）

小山浦　 川端　澄子　  （76歳）

船　津　 植村みのゑ　  （89歳）

便ノ山　 平見　弘友　  （74歳）

引本浦　 濵田　福男　  （80歳）

相　賀　 川端　房枝　  （82歳）

引本浦　 濵田　紀郎　  （68歳）

上　里　 岡本まつ子　（102歳）

船　津　 疇地　秀子　  （85歳）
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老 人 福 祉 セ ン タ ー
保 健 セ ン タ ー

℡３２－３９１２
℡４７－４７５０

　親子サークルは、保育園や幼稚園に入っていない子どもと親の自主サークルです。少子化や核家族化な
どの社会環境の変化から、子育てへの不安や悩みを持つお母さんが増えています。また、子どもが小さい
うちは、どうしても家に閉じこもりがちになりやすく、親子とも友達がいなくて寂しい思いをしている方
も多いのではないでしょうか。サークルでは、乳幼児を持つ母親同士が集まり、育児に対する不安や悩み
を話し合い、子育ての情報交換や仲間づくりなども行っています。お子さんの憩いの場、お母さんの心の
リフレッシュの場として、気軽に遊びに来てください。

親子サークルのご案内親子サークルのご案内親子サークルのご案内  

た ん ぽ ぽ
 

7、14、21、28 日

入会金 300 円
月会費 200 円（第 2子 100 円）
保険料　年間 500 円

老人福祉センター等

時間 10：30 ～ 12：00（10：00 集合）
☆4 月の日程

☆場　　　所
☆参 加 費

☆申 し 込 み 不要です。お気軽にお越し
ください。（見学もOKです !）

プ チ キ ッ
1、8、15、22 日

無　料

保健センター 2階

時間 10：00 ～ 11：30
☆4 月の日程

☆場　　　所
☆参 加 費
☆申 し 込 み 不要です。お気軽にお越し

ください。

 ズ

妊婦健康診査は、お母さんとおなかの赤ちゃんの健康を守り、妊娠が順調かを知る
大切な健康診査です。定期的に健康診査を受けましょう。

　平成21年4月1日から妊婦健診の公費負担回数が5回から14回に増えます。すでに母子手帳を受け取っ
た方に、受診票を追加交付します。対象となる方には、個人通知をさせていただきましたので、老人福祉
センターまたは保健センターへお越しください。（※通知書の届いていない方は、ご連絡ください。）

妊婦健康診査について妊婦健康診査について妊婦健康診査について
～ 4 月より、妊婦健康診査の公費負担の回数が増えます！～

★詳しくは老人福祉センターまたは保健センターまでお問い合わせください。 妊娠に気づいたらなるべ
く早めに届出を行い、母
子手帳の交付を受けてく
ださい。

お知らせお知らせ
２歳児歯科健康診査

4 月 16 日（木）　東長島公民館
【受付時間】9：00 ～
【対象者】H18.11.30 ～ H19.1.29
　　　　生まれのお子さん
☆対象者には、通知書を郵送します。
　忘れずに受診してください。

３歳 6 ヵ月児健康診査

4 月 9日（木）　東長島公民館
【受付時間】9：00 ～
【対象者】H17.8.13 ～ H17.10.22
　　　　生まれのお子さん
☆対象者には、通知書を郵送します。
　忘れずに受診してください。
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個別健康相談 (糖尿病 ・高血圧 ・高脂血症等 )

4 月 8日（水）　保健センター
13：30 ～ 15：00
糖尿病や高血圧などの生活習慣病
で注意が必要といわれている方、
治療中の方等
4 月 6 日（月）までに老人福祉セン
ターへお申し込みください。
（℡32-3912）

【 時 間 】
【 対 象 】

【申 し 込 み】

お知らせお知らせ

4 月 8 日（水 )
　保健センター・・・・・
　馬 瀬 集 会 所・・・・・
　河内区民会館・・・・・
4 月 15 日 ( 水 )
　赤 羽 出 張 所・・・・・
　中 桐 会 館・・・・・
4 月 22 日 ( 水 )
　大 原 公 民 館・・・・・
　此ヶ野公民館・・・・・
　下 地 集 会 所・・・・・
　志子奥集会所・・・・・
　田 山 公 民 館・・・・・
4 月 24 日 ( 金 )
　小山浦集会所・・・・・
　引 本 公 民 館・・・・・

10：00 ～ 11：00
  9：30 ～ 10：00
10：15 ～ 10：45

  9：15 ～   9：40
  9：50 ～ 10：20

  9：30 ～ 10：00
10：20 ～ 10：50
13：30 ～ 14：00
14：10 ～ 14：40
14：50 ～ 15：20

13：30 ～ 14：00
14：15 ～ 14：45

感染症情報（1月 26 日～ 2月 15 日分）

紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。
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一般健康相談（血圧 ・ 尿検査等）

RS
ウ
イ
ル
ス

感
染
症

健康歩こうかい

4 月 7日（火）　第 246 回
　　　　　　～京都　哲学の道～

6：30　海山公民館
7：00　東長島公民館
お茶・タオル・帽子・お弁当他
各地区世話人または

平成 21 年 5 月 10・11 日（日・月）
第 247 回 ～輪島温泉へ～

【集 合 時 間】

【持 ち 物】
【問い合わせ】

【 次 　 　 回 】

鼎さん　（℡47-1439・090-8866-2620）
津本さん（℡47-1582）
定員になり次第締め切りますので早めにお
申し込みください。

食事や運動などについて個別に相談に応じ
ます。糖尿病、高血圧などの病気でお悩みの
方、ぜひお越しください。

★

赤ちゃん相談＆おやこ広場

4 月 13 日　 ( 月 ) 老人福祉センター
4月 14 日　 ( 火 ) 保健センター

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

乳幼児の育児に関する相談や身体計測など
を行っています。親子が自由に遊ぶスペース
もありますので、お気軽にお越しください。

★

ポリオ予防接種

4 月 14 日（火）・21　（火）老人福祉センター
4月 17 日（金）・24　（金）東長島公民館

3 ヵ月～ 7 歳 6 ヵ月でまだ 2 回
接種していないお子さん
老人福祉センター（℡32-3912）
保健センター　　（℡47-4750）

【対 象 者】

【問い合わせ】

対象者には、通知書を郵送します。接種日ま
でに通知書が届かない方は、ご連絡くださ
い。

★

麻疹 ・風疹混合ワクチン（ＭＲ）予防接種

小学校就学前の 1 年間
（平成 15 年 4 月 2 日～
　平成 16 年 4 月 1 日生まれ）
中学校 1 年生
（平成 8 年 4 月 2 日～
　平成 9 年 4 月 1 日生まれ）
高校 3 年生相当年齢
（平成 3 年 4 月 2 日～
　平成 4 年 4 月 1 日生まれ）

【対 象 者】

【接種期間】

　平成 20 年 4 月より、中学 1 年生と高校 3 年生
相当年齢の方が麻疹・風疹混合ワクチン（MR）
の定期接種の対象に追加されました。
　2 ～ 4 期の対象の方には個人通知をしますの
でぜひ接種を受けてください。

第 ２ 期：

第 ３ 期：

第 ４ 期：

平成 21 年 4 月１日（水）
　～ 22 年 3 月 31 日（水）
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普通救命講習
日時：4 月 9 日（木）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所 3 階会議室

精神保健福祉相談
日時：4 月 27 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

実
施
期
間　
　

４
月
６
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

運
動
の
基
本　

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

運
動
の
重
点　

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶　

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
犯
・
交
通
安

全
対
策
係

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災

対
策
係

℡（
47
）
１
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

入
団
す
る
に
は

　

町
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

方
で
健
康
で
あ
り
、
消
防
団
活
動

が
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
入
団
で
き

ま
す
。

女
性
団
員
の
活
動
状
況

　

女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な

心
配
り
を
活
か
し
、
一
人
暮
ら
し

の
老
人
宅
へ
の
防
火
診
断
訪
問

や
、
学
校
・
事
業
所
等
へ
の
救
急

講
習
、
消
火
器
の
取
扱
訓
練
、
幼

稚
園
等
へ
の
防
火
・
防
災
紙
芝
居

の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
の
紀

北
町
消
防
団
員
数
は
３
９
６
人
で

す
。

　

女
性
団
員
の
方
は
24
人
（
海
山

方
面
隊
９
人
、
紀
伊
長
島
方
面
隊

15
人
）
で
す
。

○
消
防
団
員
の
方
に
は
年
報
酬
及

び
訓
練
手
当
等
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

○
消
防
団
に
お
い
て
５
年
以
上
勤

続
の
方
に
は
、
退
団
時
に
退
職
報

償
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※

併
せ
て
男
性
の
消
防
団
員
も
募

集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
災
対
策
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災

対
策
係　

℡（
47
）
１
１
１
１
（
内
線
２
８
４
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
。
前
日
ま
で
に

本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予
約
の

ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

4
紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

紀
北
町
消
防
団　

　
　

女
性
団
員
募
集

熊
野
古
道　

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

東
紀
州
の
玄
関
口　

熊
野
古
道
の
ま
ち　

紀
北
町

「
熊
野
古
道
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク
＆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」開
催

熊
野
古
道　

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

東
紀
州
の
玄
関
口　

熊
野
古
道
の
ま
ち　

紀
北
町

「
熊
野
古
道
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク
＆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」開
催

熊
野
古
道　

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

東
紀
州
の
玄
関
口　

熊
野
古
道
の
ま
ち　

紀
北
町

「
熊
野
古
道
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク
＆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」開
催

4

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　
（
予
約
制
）

場
　
所

時
　
間

日
　
程

４
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場
　
所

時
　
間

日
　
程

４
月
27
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

　

熊
野
古
道
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
身
近
に
あ
る
「
世

界
遺
産
」
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

開
催
期
間

４
月
25
日（
土
）〜
７
月
７
日（
火
）

☆
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

ク
イ
ズ
設
置
場
所　

町
内
５
つ
の

峠
（
荷
坂
峠
、
ツ
ヅ
ラ
ト
峠
、
三

浦
峠
、
始
神
峠
、
馬
越
峠
）　

応
募
用
紙　

紀
北
町
観
光
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内
の
観
光
施

設
に
て
配
布

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
、
２
つ

以
上
の
峠
の
ク
イ
ズ
の
答
え
を
記

入
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
提
出

賞
品　

２
問
以
上
正
解
し
た
方
の

中
か
ら
抽
選
で
豪
華
賞
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

※

５
つ
の
峠
全
て
を
踏
破
さ
れ
た

方
に
は
応
募
用
紙
提
出
の
際
に
景

品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

提
出
先　

紀
北
町
観
光
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

☆
熊
野
古
道
ウ
ォ
ー
ク

　

装
束
、
笠
な
ど
巡
礼
衣
装
を
着

て
、
語
り
部
さ
ん
と
の
熊
野
古
道

ウ
ォ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

※

日
程
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

紀
北
町
観
光
協
会　

℡（
46
）
３
５
５
５

　
（
46
）
３
５
５
６

FAX
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紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

日
程

　

第
１
回　

４
月
19
日
（
日
）

　

第
２
回　

５
月
17
日
（
日
）

　

第
３
回　

６
月
21
日
（
日
）

　

第
４
回　

７
月
19
日
（
日
）

　

第
５
回　

８
月
９
日
（
日
）

　

第
６
回　

９
月
13
日
（
日
）

時
間

　

午
後
１
時
〜
４
時（
各
回
共
通
）

場
所　

東
長
島
公
民
館　

調
理
室

募
集
人
員

　

先
着
16
名

　
（
全
６
回
参
加
で
き
る
方
）

参
加
費

　

１
回
あ
た
り　

１
，
０
５
０
円

　
（
保
険
料
・
材
料
費
含
む
、

　
　
　
　

お
持
ち
帰
り
あ
り
）

持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
）、
タ
オ
ル
２
枚
（
手
拭
用
）、

タ
ッ
パ
ー
２
つ
（
15 

cm×

20 

cm
）

募
集
締
切

　

４
月
10
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

下
河
内
の
里
山
を
守
る
会

そ
ば
打
ち
教
室
事
務
局　

　

宮
原
美
智
子
さ
ん

℡（
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）
２
１
０
１

　
（
47
）
１
５
１
２

そ
ば
打
ち
教
室

　
　
　
　
参
加
者
募
集

FAX

収納の窓収納の窓

　国民健康保険・後期高齢者医療保険は、みなさんの保険料によって支えられている制
度です。滞納が続きますと、通常の保険証に代わり、短期保険証の交付や、医療費の窓
口負担が 10 割となる資格証明書が交付されたり、あるいは財産の差し押さえ等の滞納
処分の対象となります。
　滞納保険料がある方は至急納付をお願いします。

「国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付はお済みですか」

高齢受給者証をお持ちの方の窓口負担について
　国民健康保険に加入されている 70 ～ 74 歳（現役並み所得者を除く）の

方の窓口負担について医療制度改革により、平成 20 年 4 月から 2 割に見

直しされました。ただし、平成 20 年 4 月から平成 21 年 3 月までの 1 年

間に限り、1 割に据え置かれましたが、さらに平成 21 年 4 月から平成 22

年 3 月までの 1 年間においても、引き続き 1 割に据え置かれることとなり

ました。（現役並み所得がある方の「3 割負担」は変更ありません。）

　病院等で受診されるときは保険証とともに高齢受給者証を忘れず提示し

てください。

問い合わせ

本庁住民課国保・年金係

℡32-3907

　一度お申し込みいただければ、あとはお申し込み口座から自動的に振替納付されます
ので、納付に行く手間がはぶけ、納め忘れの心配もなくなります。この機会にぜひ口座
振替をご検討ください。口座振替をご希望の方は、役場または金融機関に備え付けの口
座振替依頼書によりお申し込みください。

国保料・後期高齢者医療保険料の納付は口座振替が便利です
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（
平
成
21
年
3
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
19,554

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,727

世
帯

■
男
：
9,270

人
/女
：
10,284

人

笑顔満１歳

「さわやか笑顔」のコーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに本庁企画課広報係
までお申し込みください。

塩﨑　海都くん
平成20年4月13日

お風呂大好き☆食べるの大好き♪いつ
も元気なカイトくん。
優しい子に育ってね (＊^^)v
< 相賀 > 弘享・妙代さん

かいと

仲村　隆生くん
平成20年4月1日

パパとママが大好きな りゅうせいです。

< 相賀 > 貴幸・佳代さん

りゅうせい

北村　花未ちゃん
平成20年4月23日

食べるの大好き、お姉ちゃん大好きの
花未です。
< 便ノ山 > 一人・紀美さん

はなみ

小嶋　咲椋ちゃん
平成20年4月１5日

兄ちゃんたちのアイドル さくらです。
みんな仲良く育ってね。
< 東長島 > 学・真衣さん

さくら

前田　ももなちゃん
平成20年4月28日

お姉ちゃんとお父さんと一緒に入る　
お風呂が大好きな ももちゃんです
< 船津 > 嘉津貴・智栄さん

濵　美咲ちゃん
平成20年4月6日

お姉ちゃん、お兄ちゃんが大好きな
みいです。これからも仲良くしてね。
< 相賀 > 裕・千春さん

みさき

　3 月 8 日、紀伊長島区十須　下河内地区の山林で、
山に広葉樹を植えることで豊かな海を保とうと毎年
行われている「下河内山林への植樹ツアー」が行わ
れました。
　この日は、海と山をつなぐ会の会員のほか町内の
家族連れなど約 100 人の参加者の皆さんの手で、広
さ 10 アールほどの急な斜面にミズナラやモミジなど
の落葉広葉樹 310 本が植えられました。
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